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高分子ブロック共重合体 (diblocksと略)はその ミクロ相分離温度 ℃以下に急冷 した
時､特異な粘弾性を示す事がこれまでいくつかの実験で指摘 されていた｡これについては最
近 Batesを中心とするグループによって詳細に研究 され色々な事がわかってきた｡ (1)今複素
剛性率を G(W)-Gt(W)+iG'(W)とか くと､普通の粘弾性ではWが小 さいときG'(W)∝W2,
G〝∝LUの様にふるまう｡ 所が ℃以下に急冷 した系については GJ(W)～ G't(u)αwl/2のよ
うな異常な振舞をみせる｡同様な振舞はゾルーゲル転移点にある高分子ネッ トワークでも見
出されそれについては一応の解釈がなされている.(2L 方､急冷 したdiblocksにシアをかけ
て ラメラ面をそろえると､この異常な振舞いは消える｡ この事か らこの異常性は急冷直後の
ラメラ相の乱れが長時間凍りついている事によるものであることがわかるo しか し､ゾルT
ゲル転移 と異なり､これまでこの異常性を説明できる理論は存在 しなかった｡以下で我々は
凍 りついた乱れを含むラメラ相を仮定すれば､複素剛性率の異常が,自然 に理解 される事を示
す｡(3)ここで大事な事は､高分子系であるので熱的ゆらぎの効果はとるに足 らぬ程小さく､
重要なゆらぎは凍 りついた乱れに起因することである｡ そこで今局所的に揃 ったラメラ相の




の弾性定数である. ラメラの間隔は入≡ (Ii'/B)1/2で与えられ る. 次に (1)の第 2項が無視
できる場合のu(r)のス トレステンソルへの寄与は､~対称性か らB(∇Ilu)n(r)n(r)となる.
ここでn(r)は局所的ラメラ相の垂直方向の単位ベク トルを表す｡ したが って空間に固定 し





















所で uのゆらぎの相関を求めるために uのフー リエ成分 ukに対 して次の方程式を仮定
する｡
芸 uk(i)-一言瑚 + 2^ki)uk(i)一苦k2iuk(り (7)
ここでpは密度､7.はラメラ構造がない時の粘性係数である.又kl-kl/ko右辺第 1項はラ














(1)過減衰第 2音波の寄与△71'(W). ここで k>仰 石










所で ラメラ相の乱れを特徴づける長 さやHD≫ 人であればp(A)はk≦t云1でのみ寄与をもつ









となるo 更 に (13)の積分の下限仰 石 が JLlfこくらべて充分示 さいなら (この条件は




710聖芸(:)1′2 for AN3≫ tD,A(a )1/2≫ 入 (15)
ここで Ⅳは高分子の重合度をあらわす｡又 (2)で ガを含む項を無祝 した事を正当化するた
めには結局入2pwcho≪ 1であればよ小 ことがわかる｡ Al<(u)を評価す るには関数p(k)
につ いてのより詳 しい情報が必要である. しか し小 さい 回 で△71'(W)∝回~lJ2を仮定す
れば △7</△71>- N~3tD/Aとな-り (15)が成 り立つ条件の下では△7<も又無視できる｡









と求め られる. これはBa,tes等のデ-タと大体一致 しているo
我々の結果 (15),(16)は任意パラメ-タを含まない､即ちここに出て くるwc,qo等は実験
的に決め得るのでこれらの式のより精密な実験的検証が切に望 まれる｡終わ りにこの研究の
実験的側面について御教示いただいた●F.Bates氏､橋本竹治氏に感謝 したい｡
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